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2011年度上期決算説明会

2011年11月16日
株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ
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Ⅰ １１年度上期 決算実績

4

１１年度上期 決算業績

２７

０

２７

２９
▲ ２

３０１

11年度上期
予想（4/27）

＋ ０．８２７．８経常利益

▲ １．４▲ １．４特別損益

▲ ０．６２６．４税引前当期利益

３３．６
▲ ５．８

２８６．４

１1年度上期
実績

増減
予想→実績

＋ ４．６
▲ ３．８

▲ １４．６

営業利益
営業外損益

売上高

１５．７１７ ▲ １．３当期純利益

▲ ３３．９

▲ １５．０

▲ １８．９

▲ １４．０
▲ ４．９

１４４．７

10年度上期
実績

＋ ４６．７

＋ １３．６

増減
10上→11上

＋ ６０．３

＋ ４７．６
▲ ０．９

＋１４１．７

▲ ２０．０ ＋ ３５．７

（為替レート） （83円/＄） (80円/$)       (３円/$円高） (90円/$)  (１０円/$円高）

（億円）<参考>

（注） 営業外損益 11/4予想 実績 増減
為替差損 ▲ １ ▲ ５ ▲ ４

特別損益
廃却・撤去損 ０ ▲ １ ▲ １

※

※ 売上高増減内訳
数量・価格 ▲１１

・・・・ﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ納期調整
為替ﾚｰﾄ ▲ ４
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４月予想

実績（億円）

１１年度上期 営業利益 ４月予想との差異

２９

３４

▲３

為替ﾚｰﾄ 数量・価格

＋２ 償却費

＋２ 合理化他

＋４

内チタン増産効果
＋６億円

＋５

6

１1年度上期 セグメント別業績

＋ ２１．２

＋ ２４．５

＋ １．９

＋ ５５．５

＋ ８６．４

▲ ０．２

▲ ９．５

▲ ７．５

３．０

１１３．６

１５．９

１５．２

１１．７

１７．０

４．９

１６９．１

１０２．３

１５．０

チタン事業

ﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ事業

高機能材料事業

＋１４１．７

売上高

増減

＋ ４７．６▲ １４．０１４４．７３３．６２８６．４計

営業利益営業利益売上高営業利益売上高

10年度上期実績11年度上期実績

(億円)
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Ｂ／Ｓの概要
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固定資産

流動資産
純資産

借入金

その他負債

自己資本比率 32.7% 33.6 %

資産合計（億円） 負債・純資産合計（億円）

1255 12551258 1258＋3 ＋3

▲38

＋41

▲124

＋115

＋12

8

Ｃ／Ｆの概要
（億円）

手許資金残高 11/3E ５６ → 11/9E ２４

△ ３２現金及び現金同等物増減

＋１１１財務活動によるＣ／Ｆ

＋１１５

△ ４

借入金増減（リース債務含む）

配当金

△１８０投資活動によるＣ／Ｆ

△１８０

０

有形固定資産取得

その他

＋ ３７営業活動によるＣ／Ｆ

＋ ９６

△ ５４

△ ５

税前償却前利益

売上債権増減

その他

11年度上期実績
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Ⅱ １１年度通期 業績見通し

10

（億円）

（為替レート） （83円/＄） (79円/$) (4円/$円高） (86円/$） (7円/$円高）

＋ ５７０６５経常利益

▲ ３▲ ４▲ １特別損益

６４

７０
▲ ５

６７５

11年度
前回予想
（4/27) 

６６

７８
▲ ８

６３２

11年度
今回予想
（10/27）

増減
前回→今回

＋ ２

＋ ８
▲ ３

▲ ４３

営業利益
営業外損益

売上高

税引前当期利益

＋１２０．１▲ ５０．１

＋ １５．９▲ １９．９

▲ ７０．０

▲ ４３．２
▲ ６．９

３３７．６

10年度
実績

増減
１０→１１

＋１３６．０

＋１２１．２
▲ １．１

＋２９４．４

３９３８ ＋ １当期純利益 ▲ ４１．７ ＋ ８０．７

１１年度通期 業績見通し
<参考>

（注）営業外損益 前回予想 今回予想 増減
為替差損 ▲ １ ▲ ５ ▲ ４

特別損益
廃却・撤去損 ▲ １ ▲ ４ ▲ ３

※

※ 売上高増減内訳
対前回予想 数量・価格 ▲ ３０

為替ﾚｰﾄ ▲ １３
対前期 数量・価格 ＋３１４

為替ﾚｰﾄ ▲ ２０

※

上実績 80円/$
下予想 77円/$
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前回予想
（4月）

今回予想
（10月）

（億円）

１１年度営業利益 ４月予想との差異

為替ﾚｰﾄ

▲１０

▲６

購入単価 数量・価格

＋９
償却費

＋５ 合理化他

＋１０７０

７８

内チタン増産効果
＋９億円

＋８

12

10年度実績

１１年度予想（億円）

１１年度営業利益 １０年度実績との差異

為替ﾚｰﾄ

▲１５

▲４３

購入単価

数量・価格

▲３４

償却費

＋５

合理化他

＋１７

▲４３

７８

＋１９６

＋１２１
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１1年度 セグメント別業績

＋ ４１．４

＋ ７９．５

＋ ０．３

＋ ９５．１

＋１９９．５

▲ ０．２

▲２０．４

▲３１．５

８．７

２６３．９

４５．５

２８．２

２１

４８

９

３５９

２４５

２８

チタン事業

ﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ事業

高機能材料事業

＋２９４．４

売上高

増減

＋１２１．２▲４３．２３３７．６７８６３２計

営業利益営業利益売上高営業利益売上高

10年度実績11年度予想（10月）

(億円)

【対前年度比】

＋ １１

０

▲ ３

▲ ５

▲ ３３

▲ ５

１０

４８

１２

３６４

２７８

３３

２１

４８

９

３５９

２４５

２８

チタン事業

ﾎﾟﾘｼﾘｺﾝ事業

高機能材料事業

▲ ４３

売上高

増減

＋ ８７０６７５７８６３２計

営業利益営業利益売上高営業利益売上高

11年度予想（4月）11年度予想（10月）

【対前回予想比】

(億円)
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332.0

122.3

167.1

68.0

302.4

95.039.3

117.0
110.6

145.0

103.9

57.3
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0.0
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設備投資　(億円) 減価償却費　(億円)

設備投資

（参考）

設備投資（土地除く）と減価償却費

(FY)

減価償却費
（有形固定資産）

実績 予想

（有形固定資産）
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Ⅲ 市場の動向

１ チタン

２ ポリシリコン

３ 高機能材料

16

チタン市場動向

・世界的な景気後退影響により、海水淡水化向け需

要を含めて全体的に停滞懸念

・電力・産業用プラントや海水淡水

化用需要増加により過去最高水

準の出荷続く

一般産業用

展伸材市場

・従来機のベストセラー機（B737・A320）増産体制へ

・新型機就航（B787）、開発進捗（A350)により需要は

更に拡大

・一機あたりのチタン使用量（buy weight）は加工技

術の向上により減少

・スクラップ配合率の回復

・エンジン・機体分野主体に需要堅

調、従来機の生産好調

・一部ファスナー分野は在庫消化

が遅れ、回復時期はずれ込む

航空機用

展伸材市場

11年度下期以降の状況足元の状況

スポンジチタン安定拡大軌道へ



9

17

地域別輸送量（有償旅客距離）の伸び率予測（2010-2030年）

出典：ボーイング／カレント マーケット アウトルック（11/6）
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航空機需要予測（2010-2030年）

＜チタン市場動向＞

出典：ボーイング／カレント マーケット アウトルック（11/6）
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出典：The Airline Monitor（11/7）

2011    2012  2013 2014 2015 2016 2017

新型機（B787、B747-8、A350、A380)

従来機
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＜チタン市場動向＞

Boeing・ Airbus社納入機数予測

10/7時点
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＜チタン市場動向＞

米国のチタン出荷予測
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出典：米国内務省チタン統計（～10）、当社推定 （11～）
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実績 予測
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(CY)

出典：日本チタン協会（～10）、当社推定（11～）

国内の展伸材出荷予測
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＜チタン市場動向＞
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ポリシリコン及び高機能材料の市場動向

・主要3品種ともに、足元の状況は半年程度続く

と予想

（高純度チタン）

・半導体需要に連動し、高純度チタン

は需給調整局面

（TILOP）

・液晶TVの在庫調整により、TILOPは

需給調整局面

（SiO）

・太陽電池生産量縮小により、太陽電

池用バックシートは需給調整局面

高機能材料事業

・２０１２年以降も安定的に需要増が期待できるも

のの、足下需給調整局面は半年程度続くと予想

・メモリー価格の値下がり、ウェーハ出

荷数量減少など、半導体分野も需給

調整局面

ポリシリコン事業

11年度下期以降の状況足元の状況
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2011年日本国内シリコンウェーハ生産量

出典：経済産業省統計

＜ポリシリコン市場動向＞
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実績 予測

シリコンウェ－ハ出荷面積（全世界）
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出典：SEMI、2014は当社推定
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Ⅳ 増産の進捗状況

26

スポンジチタン増産立上げ
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(千t） 生産水準（年率）

実績 計画

(FY)

4月時点の計画

増産前倒しの実現

年産40千t体制の確立
当初4Q中→11/3QE 
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ポリシリコン生産量推移
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(FY)

岸和田

尼崎(＊1)

（＊2）

(＊1) 11/4 尼崎 定期修理

(＊2) 11/10 岸和田 定期修理

+300t能力増強11/４より計画通り立上げ
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終了終了終了
本資料は、金融商品取引上のディスクロージャー資料ではなく、その情報

の正確性、完全性を保証するものではありません。また、本資料に記載さ

れた将来の予測等は、説明会の時点で入手可能な情報に基づき、当社が

判断した予想であり、不確定要素を含んでおります。このため、様々な要

因により、実際に生じる結果が予測内容と異なる可能性があることをご承

知下さい。本資料利用によって生じるいかなる結果につきましても、当社

が責任を負うものではありません。


